
To Our Shareholders

株主の皆さまへ

未来のあたりまえを発見する

『生活文化創造企業』の
経営理念のもと、
更なる成長を目指します。

予断を許さない状況となっております。
　当社グループにおきましても、ファインケミカル事
業の主要得意先である小売業界では、巣ごもり消費や
衛生関連製品の需要が落ち着き、市場は例年並みの水
準で推移しました。また、ポーラスマテリアル事業の
主要得意先である半導体業界では、需給バランスが崩
れたことにより依然需要拡大が継続しております。
　このような中、当社グループは、第6次中期経営計
画「Overtake!!」も折り返し地点を迎え、販売・開発
の両面で様々な取り組みを進めてまいりました。その
結果、当第2四半期連結累計期間の実績においては、
売上高、営業利益ともに前年同期実績及び8月5日に上
方修正した業績予想を上回る進捗となっております。

　今後とも当社グループは、「生活文化創造企業」の
経営理念のもと、日々のくらしに役立つ新たな生活様
式の創出を目指し、事業活動に取り組んでまいります。
株主の皆さまにおかれましては、今後ともご支援とご
協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

株主の皆さまへ

　この度、新型コロナウイルスに感染された方々に謹
んでお見舞いを申し上げます。また、最前線で対応さ
れている医療従事者の皆さまに、改めて敬意と感謝を
申し上げます。
　平素より当社グループの事業活動に格段のご理解、
ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。当第2四半期連
結累計期間におきましては、新型コロナウイルスの変
異株による感染拡大により、緊急事態宣言やまん延防
止等重点措置の実施区域が拡大されました。これによ
り、国内の企業活動や個人の行動は制限を受け、経済
活動の本格的な再開は足踏み状態となりました。しか
し足元ではワクチンの本格的な接種が進んだことで感
染者数が減少し、明るい兆しが見えつつあります。
　また、世界経済においては、ワクチン接種が進み、
感染者数の減少が見られた地域を中心に正常化の動き
が加速したことで、資源・エネルギー価格が高騰し、
足元では物流コストの上昇などのインフレの懸念が高
まりました。一方で、東南アジアを中心に感染が再拡
大したことによって、サプライチェーンが不安定とな
り自動車などの生産現場に支障が出ていることから、

当第2四半期連結累計期間業績についてのご報告
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連結財務ハイライト

　雨天時のドライブでクリアな視界を確保し、安全運転につなげるための必須アイテムである撥
水タイプのガラスコーティング剤「ガラコ」は、おかげさまでブランド発足30周年を迎えること
となりました。数多くあるカー用品の中でここまで圧倒的シェアを獲得するブランドに成長いた
しましたのは、ドライバーの皆様に製品の性能を評価いただき、常日頃ご愛顧いただいているか
らに他なりません。日頃よりご愛用いただいているお客様への感謝の気持ちを込めて、ガラコ生
誕30年を記念した数量限定商品「ぬりぬりガラコ　ギガ丸」を発売いたしました。
　当社は、これからもドライバーの皆様にとって身近な存在であり続けるべく、今後も研究開発
に努めてまいります。

■ 撥水タイプのガラスコーティング剤　『ガラコ』30周年

　新型コロナウイルス感染症の影響で、マスク着用の常態化が継続していることに
より、多くのお客様にメガネケア関連製品をご愛用いただいております。更なる認
知度向上を目指し、この度新たにメガネのくもり止め濃密ジェルの
TVCM放映を開始いたしました。ボディビルダーとキャッチーな
CMソングが特徴的なCMで、ソフト99公式YouTubeチャンネルで
も配信しております。こちらの二次元コードからYouTubeチャンネ
ルにアクセスできます。是非ご覧ください。

■ メガネのくもり止め濃密ジェル　TVCM全国放映スタート
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Consolidated Financial Highlights

※コロナ禍の影響により温浴事業において減損損失を計上



▲半導体洗浄部材

▲普通自動車教習

 産業資材部門 
•  半導体市場においては、コロナ禍が長期化する中で、通信の安定性や速度向上の需要の高
まりに伴い4Gから5Gへ通信規格の移行が加速し、データ通信量の増加対応に伴うクラウド
サーバーなどへの設備投資増加を想定。

•  海外向け販売は、HDD研磨用途向けの出荷は減少したが、世界的な半導体需要の拡大によ
り、在庫積み増し需要が継続し、高水準の出荷を維持。

•  国内向け販売は、主力の半導体製造用途分野において受注が好調に推移。取り組みを強化
している医療用途向けにおいては、病院施設向け衛生用品の売上も寄与。

  生活資材部門 
•  米国やインドネシアなど、海外向け販売の出荷が好調に推移したものの、国内向け販売は 
スポーツ製品の出荷が減少。

Review of Operations

セグメント別主要事業の概況

ファインケミカル

ポーラスマテリアル

サービス・不動産関連

 一般消費者向け販売 
•  ボディケア製品は、「パーフェクトフォームスターティングセット」や、新商品の「フクピカGen5」の販売が好
調に推移。

•  ガラスケア製品は、梅雨対策の店頭プロモーションを通常どおり再開したことにより、撥水剤やワイパーの
出荷が増加。記念限定商品「ぬりぬりガラコ　ギガ丸」の出荷も好調に推移。

•  リペア製品は、巣ごもり消費需要の高まりに伴い好調に推移した前年と比較すると販売が落ち着いた。
 業務用製品販売 

•  新車向け販売は、得意先との取り組み強化により新規開拓が進み、業務用コーティング剤の出荷が伸長。
•  中古車向け販売は、車両販売に併せてコーティングサービスの提案を強化したことで施工台数が増加。

 海外向け販売 
•  東アジアでは、台湾でボディケア製品「レインドロップ」の拡販が推進したことや、韓国の現地代理店での新
規販路を開拓したことにより、販売が好調に推移。

•  ロシアでは、自動車の稼働が持ち直し、メンテナンス製品の需要が拡大したことなどにより出荷が好調に推移。
•  欧州では、ECチャネル販売強化が奏功。自動車用品及びメガネケア製品の出荷が好調。

 家庭用製品販売 
•  マスク着用の常態化により販売伸長している「メガネのくもり止め」が、前期と同水準の販売を継続。  
OEM製品においては供給体制が整い安定的な出荷が可能となったことで好調に推移。

 自動車整備・鈑金事業 
•  前年と比較して入庫車数は低い水準となったものの、1台当たりの修理単価が上昇したこと
に加えて、自動車用プロテクションフィルムやボディコーティングなどの美装サービスが好調
に推移。

 自動車教習事業 
•  普通車、大型1種、けん引などの運送関係向けの免許取得のニーズが高まり入所者数が増加。

 生活用品企画販売事業 
•  外出による感染リスクを避けるための通販需要が落ち着いたことで販売量が減少。

 不動産賃貸事業 
•  保有物件において入居が増加し、高い稼働率を維持。

自動車分野 産業分野 生活分野

前年同期比 16.1% 増百万円1,154営業利益

前年同期比 33.3% 増百万円530営業利益

前年同期比 874.7% 増百万円198営業利益

前年同期比 7.4% 増百万円7,215売 上 高

前年同期比 26.6% 増百万円3,640売 上 高

前年同期比 2.7% 増百万円3,297売 上 高

▲ 超ガラコ



株主名 持株数 持株比率
サントレード株式会社 3,246,528 株 14.9 %

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,513,200 6.9
MIKIKO SUZUKI 1,492,656 6.8
CGML PB CLIENT ACCOUNT/COLLATERAL 1,458,300 6.7
株式会社エイチエーエス 835,000 3.8
株式会社三菱UFJ銀行 799,200 3.7
田中　秀明 661,976 3.0
公益財団法人ナインティナイン・アジア留学生奨学基金 603,720 2.8
田中　佐世子 594,192 2.7
ソフト99従業員持株会 591,480 2.7
※持株比率は、自己株式数（441,676株）を控除して計算しております。

会社の概要（2021年9月30日現在）

商 号
設 立
本 社

資 本 金
従業員数
事業内容

株式会社ソフト99コーポレーション
1954年10月28日
大阪市中央区谷町二丁目6番5号

2,310,056,000円
211名
自動車用化学製品の製造及び販売

大株主（2021年9月30日現在）株式の状況（2021年9月30日現在）

発行可能株式総数

60,000,000株

発行済株式総数

22,274,688株

株主数（自己名義を含む）

7,186名

株主メモ
事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
期末配当金受領株主確定日 3月31日 中間配当金受領株主確定日 9月30日
定 時 株 主 総 会 毎年6月 単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
℡ 0120－094－777（通話料無料）

公 告 方 法
電子公告
ウェブサイト： https://www.soft99.co.jp/ir/koukoku.html
電子公告によることができない事故その他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載いたします。
※   当社の貸借対照表、損益計算書はEDINET（金融商品取引法に基づく有価証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム）にて開示しております。

上 場 金 融 商 品 取 引 所 株式会社東京証券取引所市場第二部（証券コード：4464）

役員（2021年9月30日現在）

※上記４名の役員は、株式会社東京証券取引所に独立役員として届け出ております。

代表取締役社長
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

取締役（社外）
取締役（社外）
取締役（社外）
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監査役（社外）
監査役（社外）

田 中 秀 明
辻 平 春 幸
奥 埜 佳 秀
石 居 　 誠
小 西 紀 行
上 尾 　 茂
生 駒 英 昭
田 中 一 成
宮 園 哲 哉

中 務 英 三
井 原 慶 子
藤 　 井 　 美 保 代
古 居 　 祐
福 井 健 司
平 井 康 博
樋 口 秀 明

※

※

※
※

株主様向け三田工場見学会
中止のご案内

株主様向けの工場見学会は、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を考慮し、中止する
ことといたしました。
 お問い合わせ先
人事総務部　TEL 06-6942-8761

各詳細につきましては、当社IRページをご覧ください。

https://www.soft99.co.jp/ir/

その他の法人 自己名義株式 金融機関

金融商品取引業者

64名（0.9%） 1名（0.0%）

外国法人等
59名（0.8%）

11名（0.1%）

19名（0.3%）

7,186名所有者別株主分布

個人・その他
7,032名（97.9%）

株式に関するお手続きについて
　　お手続き内容 お問い合わせ窓口

・氏名、住所の変更
・単元未満株式の買取及び買増請求
・配当金の振込先指定
・その他株式に関するお問い合わせ

証券会社の口座で株式をご所有の株主さま お取引の証券会社

特別口座で株式をご所有の株主さま 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部

・未受領の配当金に関するお問い合わせ
・郵便物についてのお問い合わせ及び再送付のご依頼 すべての株主さま 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部


